
Very Basic of 
IMAGEREVEAL MS

差異解析を例に



起動用アイコン



起動画面



プロジェクトの選択

既存のプロジェクト
ファイルを開く

局在を知りたい
変動を知りたい

濃度でイメージングしたい

沢山の試料を処理したい

沢山の試料を定量したい



プロジェクトの選択例（差異解析）

既存のプロジェクト
ファイルを開く

局在を知りたい
変動を知りたい

濃度でイメージングしたい

沢山の試料を処理したい

沢山の試料を定量したい



基本的にアシスタントバーを上から下に進めば解
析完了



1.データファイル( .Imdx)を追加



データを3個読み込んだ例



２. 画像レジストレーション

必要があれば光学像とMSイメージ
データの位置を合わせます。



３. ROI設定

興味のある部分を指定します。



4. 前処理設定

ノーマライズの設定
をします。



5. 前処理



6. データ行列設定

対象ピークを設定し
ます。



7. データ行列計算



8. 検定

結果はデータ行列テーブルと箱ひげ図
に出ます。
※箱ひげ図はMSイメージ一覧内で選
択したm/zについて表示されます。



9. PCA計算



PCA結果



10. PLS計算

Y値を入力してください。
ROIの数が少ない場合は“手
動”を選択してください。



PLS結果



まとめ
• アシスタントバー（左側の列）を上から下まで進んでいくと一
通りの解析が完了します

• この例では“差異解析”を用いましたが他の解析モードでも同様
に解析できます。
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